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8月 8日、鴫門選抜阿波おどり市が鴫門市文化会館周辺で初めて開かれました.会場では、
地元の農産物・水産物等の販売や阿波踊り・ライプ&ダンスシヨー等があり大勢の来場者
でにぎわいました

化に生か NPO法人 ガンバール渦のまち
理事長 福田 譲

かつて、塩業と観光で栄え賑わつた鴫P3の衛を回顧する人は多いと思います。しかし、特に近
年は、製造業の減少と観光産業の衰退、農業の後継者不足による農業人□の減少と鴫門をとりま
<経済環境はますます厳し<なつています。
当法人は、鴫門の活力を取り戻すべ<、 鴫門に残された産業は豊富な自然環境を利用した観光

と一次産業にあると捉え、少しでも鴫門の活性化に寄与できればという考え方から出発していま
す。

食の安全性や食糧自給率、また地産地消の考え方の浸透など、農業の重要性が高まるなか、鴫
F日の一次産業は食糧供給地として大きな役割を担うようになります。一方では、団塊の世代の大
量退職が始まり、この世代が震業を支援してい<ことが可能であり、また、近年社会問題となつ
ている三―卜の就震を震業支援につなげたいと考えています。

この双方の思いを一致させ、震業を支援しようとする試みが「震業ヘルバー制度」です。「ガン
ノヽ―ル渦のまち」では、ヘルパー会員 (市民)と賛助会員 (農業)の募集をしています。

この農業支援の前段階として、来春には市民震園を開設する準備を進めています。市民農園で
農業を体験 0理解することにより、晨業支援にまでつながればと考えています。そして、1薔来的
には、観光産業と農業をマッチングさせ農業観光にまでつなげていきたいと思つています。
豊富な自然を鴫門の活性化に生かし、賑わいのある鴫F3の復活をめざしています。

震業ヘルバー制度とは

NPO法 人ガンバール渦のまち
携帯 090-8287-8668 FAX 684-0533
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黄助会員登録農家紹介

市民ヘルパー (有償) ③ 支援 。協力 農業・漁業 (賛助会員)
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::     鴫門市第一中学校ボランティア部

私たちボランティア部は、校内に優しい気持
ちを表現したい生徒がいるはす。その気持ちを
行動に移せる活動の場を作ろうと2年前に作
られました。

校外のポランティア活動として、毎週土曜日
は学校近<のケアハウスやグループホームを

訪間し、入居者の方と交流をしています。訪間
を通 :してお年寄りが明る<なりt生き生きして
きたし、私たちもお年寄りから温かい気持ちを

1受け取り毎回楽しみに行つています。
長期休暇中は独り薯らしのお年寄りにお弁

当を作つて配るボランティアを手伝っていま

‐す。ボランティアの方に作り方を教えてもらい
ながら一生懸命に作ります。お弁当を届けたと

,:きのお年寄りの表情を見ると頑張って作って
|よかつたと実感します。

・  学校横の国道の清掃活動を2ヵ 月に 1回程

i度行なっています。初めは部員だけで行ってい
ましたが、今年度は他の生徒も参力0し、50名
程度の仲間で行う学校行事のようになってき.ま

した。この様子を見かけた地域の事業所から
連絡があり、‐緒に参加して活動を行なうよう
になりました。清掃をしていると地域の人から
「ご<ろうさん」と声をかけてもらい益々頑張
ろうという気持ちになっています。

買い物にマイノヽックを持参して、レジ袋の使用
を減らそうと市民ボランティアの方と一緒に
呼びかけ運動をしています。マイノヽックの持参
率もあがってきています。鴫門市のみんなが環
境を考えてマイバックを持つて買い物をする
ようになつて欲しいなと思います。
校内での活動では、校内美化に重点を置き活

動しています。校内の掲示板やドアなどが汚れ
ていたのでベンキ塗りをしました。玄関の生け
花も毎週行い、季節の花をできるだけ生けるよ
うにしています。また、プランターに花を育て
ています。

以上が、私たちが行つている活動です。これ
からも自分たちにできることを見つけ、継続し
て行つていきたいと思っています。地域の方と
一緒に活動が出来るようになるといいなあと
思っています。

花を置えていo生確驚ぢ

地球環境基金の助成申請応援するでよ !講座

講 座 風 景

講師の (独)環境再生保全機構の西久保
裕彦部長からt地球環境基金助成金制度と、
悪い助成金交付要望書の記入例を参考に申
請書記入のポイントについて説明がありま
した。

申請書は、申請した活動 (事業)の「ど
ういうことをしたいか (するか)」 ではな<、
この活動 (事業)を行なうことによって「ど
のような成果を生み、助成金の終了後にど
う生かされ、持続するか」などを具体的に
理解しゃすぃ内容で簡潔に、ニーズ、準備 0

青賛8渡塁夕悉zご員漂詣ふ合言雀認ヒ曇

ぶ声産こ百脅暑異L草屎E憲響層霜写彗暑見ているとのことでした。
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大津地区自治振興会では、環境改善の切り札
といわれるEMを使つて、地区全体の河川や
側溝からきれいな水環境を作ろうと「大津地
区環境改善事業」に取り組んでいます。

この大津地区環境改善事業は、平成21年
度地域づ<り支援事業として行い、3ヵ年を
目標に事業を推進しています。
1年目である本年度は、大津町大代地域をモ
デル地域として、EM活性液や EMダンゴの
作成と利用はもちろん、次年度の活動の参考
にすべく、その効果の調査も行つています。

大津地区自治振興会 会長 竹田 和寛

大代地域では自治会を中心にして「EM工房
大代」を結成、町内会員、老人会のメンノヽ一な
どが協力して、活性液の仕込みや EMダンゴを
作つてきました。EMは、すでに多<の住民に
利用されていますが、全地域内で取り組むた
め、金世帯に2リ ットル入リペットボ トルの
EM活性液を配布しました。この配布は今年度
あと数回行われる予定です。
EMダンゴもすでに5,000個あまりを作成、

地域内を流れる大代谷川や旧中山谷川、側清な
どに投入してきました。
今後は、地域内に活性液の配布はもちろん、

EMの効果を大代地域以外にも PRするととも
に、EM活性液を希望者に配布し、効果を体験
してもらうことにしています。
次年度以後の活動については、効果があると

認められた地区には、地域住民で EM活性液や
EMダンゴを独自で作成・活用してもらうこと
も視野に入れた活動を展開するとともに、大津
地区全域でEMを使つた環境浄化を行うことに
より、美しい河川や水質が生まれることによ
り、水を利用する特産のサツマイモやレンコン
などの品質向上にも効果があるのではと考え
ています。       | ‐
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「活動内容説明会開催」のお知らせ
NPO法 人 ナルク徳島「阿波すだち」

“自立、奉仕、助け含い"をモットーに独自の「時間預託活動」を中心に、全国130余りの拠点
でボランティア活動を行なつているニッポン・アクティプライフ・クラフ くすルク NALC〉 の徳
島拠点 ナルク徳島「阿波すだち」は平成20年 1月発足以来、おかげさまで、会員も順調に増え、
活動もますます活発イじしております。
病院への付さ添い、家事援助、庭の手入れなど会員同士が助け合う「時間預託活動」のほか、グ

ループホーム入居者へのケアメイク、公園の定期清掃などの「奉仕活動」、パソコン教室、アート
ピーズ教室、歌声喫茶などの「自立活動」を行なつています。
すルク独自の「時間預託活動」は、会員がボランティアすると1時間1点が預託され、自分や配

偶者が必要になったとき、その貯めた点数によリボランティアをしてもらうことができます。
.ま

た、
この点数は、遠<離れた両親のために使うことも可能です。現在、横浜に住む会員が貯めた点数で、
徳島に住む母親のボランテイアをすルク徳島がしています。点数を貯めていない会員については、
1時間当り500円程度の寄付をお願いしています。
ナルク徳島の会員数は、現在、約170家族250人ですが、ネットワークを拡げるため、新た

な会員を募集しています。

特に、県北部の皆さんにすルクをご理解いただ<ために、次のとおり「説明会」を開催すること

になりました。LL様お誘いあわせのうえご来場<ださい。

: 【日  時】9月 13日 (日)13:30～ 15:00
【場  所】キヨ

=エ
イ鴫P3駅前店4階

【内  容】「助け含い、時間預託活動J・
01時間1点の善意の交換制度

ナルクの「奉仕活動」00いろいろなボランテイア活動事例

すルクの「自立活動」・・健康づ<り、趣味の会など会員交流について説明し

皆様からのご質問にお答えします

【参加申込み先】■・FAX 088-615-1066 すルク徳島「阿波すだち」
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第 13回 F地球倫理推進賞」

◇応募部門

① 国際活動部Fヨ ② 国内活動部門

◇応募資格

当該の活動が営利を目的とせずに、5年以上

継続し、顕著な実績をあげている団体または

個人

1地域開発 住民への技術支援、農業技術

指導、人道支援等、地域開発

に取り組む

2環 ‐境 自然環境の浄化、美化に取り組

む

3教 育 青少年の健全育成、教育支援に

取り組む

文化の継承や発展に寄与

医療分野における大小の支援活動 1

技術開発、革新の実現

6その他 上記に該当しないものの地球倫理

の理念に適った活動をしている

◇表 彰

各部門の受賞者には賞状・副賞 100万円

併せて文部科学大臣賞授与

◇応募締切り

平成21年 9月 30日 (当 日消印有効)

◇応募先 。問い合わせ先

(社)倫理研究所「地球倫理推進賞」事務局

803-3264-2279
FAX 03-3264-7881

参加費

主 催

◇規定

1.

化

療

文

医

４

５ ◇表

①

時

所

的

日

場

目

2009年  四国環境助成金セミナー

平成21年 11月 14日 (上) 13:00/V16:40

徳島県郷土文化会館 (阿波銀ホール)会議室6
環境 NPOに対し、助成制度の認知を高め、

環境NPOに より助成金を活用してもらう

500円 (資料代)

セプンーイレプンみどりの基金・四国 EPO
とくしま県民活動プラザ

第 3回 未来を築<
子育てプロジェク ト

子育て支援活動の表彰

◇募集対象

より良い子育て環境づ<りに資する活動を

行ない、成果を上げている個人、団体 (規

模は間わない)

子育て支援に資する諸活動を継続的に

おこなつていること。

活動内容が社会に認められ、ロールモ

デルとなりうるものであること。

活動の/AN表を了承していただける個

人、団体であること。

日本国内で活動している個人、団体に

限る。

彰

内閣府特命担当大臣 (少子化対策)賞
(未来大賞受賞者の1組に授与)表 彰状

② 厚生労働大臣賞 (未来大賞受賞者の 1組

に授与) 表彰状

③ 未来大賞 表彰状、副賞50万円

(未来賞と合わせて計100万 )

(未来賞受賞者より2組 )

④ 未来賞 表彰状、副賞50万
◇締め切り

平成21年 9月 30日 (必着)

◇問い合わせ先

「未来を築<子育てプロジェクト」事務局 W係

i..f291.誓■9=4283     :・… …… …… …… …… …… …J

一ロメモ

1 任期満了で役員全員が重任 (再任)

|された場合でも役員変更登記は忘れ

|ずにしてください。
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